
 

 

 

 

 

八王子市版 GIGA スクール構想の実現イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備期（令和２年度） 開始期・活用期（令和３～５年度） 定着期（令和６～７年度）

八王子市版 
GIGA スクール構想 

 

研究指定校による研究 
● ICT を活用した指導の実践 
● 個別最適化学習 

● 繰り返しの指導による知識の定着 

導入の準備

活用・研究・情報の蓄積と共有
実践の充実・定着

2020                             2021           2022            2023            2024             2025   

全学年・全教科における１人１台学習用端末の活用 

● 教科書の QR コードを活用した学習内容の理解 

● 授業支援ツールを活用した情報交換 
● ドリル型学習コンテンツを活用した知識の定着 

● 学年・教科ごとの効果的な活用場面・活用方法 
● 特別支援教育における活用 

 

共有

検証・改善

実践

実践→共有→改善を繰り返しながら全学校で活用推進を図る 

研究指定校 及び 

全市立学校 
 

ICT を活用した家庭学習 
● 課題の配布・提出 
● ドリル型学習コンテンツによる知識の定着 

● 発展的・創造的な自主学習 

授業支援ツール・ドリル型学習コンテンツの導入検討・試験導入・市の予算化・本格導入 

情報教育推進委員会による八王子市版 GIGA スクール構想に関する取組の検討 

学校間の情報交換の基盤整備 

機器の運用ルールの検討・策定 

ICT 活用指導力向上研修（基本操作 → 導入する機器・ソフトの活用方法 → 個別最適化された学び）による情報教育のエキスパート養成 

クラウド・セキュリティの整備 

使用機器の選定 

● OS 及び端末の決定 

児童・生徒及び教員の ICT 活用の基礎能力向上 
● 習得目標技能の設定・状況把握・向上 
● ICT 活用技能の設定・状況把握・向上 

（毎年度調査を実施・各項目の見直し） 

非常時の ICT 活用体制の構築 
● 定期的なオンライン学習の実施による体制構築 

情報活用能力の一体的な育成 

● メディアリテラシー教育の出前授業実施 
● プログラミング教育の推進 
● SNS 東京ノートの活用 

通信環境整備 
● 校内無線 LAN 

ICT の教育相談への活用 
● オンラインによる面談 

● オンライン学習の状況把握 

ICT 機器の操作能力 
● 書画カメラ 

● プロジェクター 
● PC 室タブレットの活用 

支援員・市内大学等との連携、地域情報化アドバイザーの活用による学校支援 

Global and Innovation Gateway for All 

デジタル教科書の導入検討 

【はちおうじっ子の学びを支える未来の教育】 

自分に合った学び、仲間とともに深める学び、創造性を発揮できる学びの実現 

～ 誰一人取り残さない、ICT を活用した教育の充実 ～ 

学校外との連携 
● 市立図書館との連携 
● 放課後子ども教室との連携 等 

 

令和２年 10 月 14 日 

総合教育会議資料 

資料１-１ 



 

 

 

 

 

八王子市版 GIGA スクール構想の実現ロードマップ 「１人１台の学習用端末導入と学校への高速無線ＬＡＮ整備により、未来の教育を実現する」 
 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 
     

     

     

     

     

     

 

八王子市版 
GIGA スクール構想 

 

【はちおうじっ子の学びを支える未来の教育】 

自分に合った学び、仲間とともに深める学び、創造性を発揮できる学びの実現 

～ 誰一人取り残さない、ICT を活用した教育の充実 ～ Global and Innovation Gateway for All 

１人１台端末を 

活用した新しい 

授業 

家庭との協力体制 

家庭学習の充実 

教育相談への活用 

非常時の活用 

●授業支援ツールの試用 
●ドリル型学習コンテンツの活用 

●OSの基本機能の把握 

●各教科の活用場面検討 

●授業支援ツールの活用 
●ドリル型学習コンテンツの活用 
●OSの学習支援機能の活用 
●各教科の活用場面共有 

●実践の共有 

●ICT 活用指導力向上研修 

 （基礎・応用・発展） 
●校内研修リーダーの養成 
●全校における ICTの校内研究 

●児童・生徒の習得目標技能の設定 

●ICT 活用技能の設定 
●ICT 機器の操作技能向上研修 

●端末の持ち帰り運用検討 

●ドリル型学習コンテンツの活用 
●保護者向け説明会 

●メディアリテラシー教育の推進 

●情報モラル教育の推進 

●Web会議ツールの活用方法検討 
●オンライン学習の方法検討 

 

●双方向オンライン面談の実施 

●オンライン学習の状況把握 

●オンライン授業体制の整備 

●動画配信サービスの整備 
●Web会議ツール導入・活用研修 

 

●ICT活用指導力向上研修 

（基礎・応用・発展） 
 （上級受講者の認定・講師） 
●校内研修リーダーの養成 
●全校における ICTの校内研究 

 
 

●ICT 活用指導力向上研修 

 （基礎・応用・発展） 
 （上級受講者の認定・講師） 
●校内研修リーダーの養成 
●全校における ICTの校内研究 

 
 ●端末の持ち帰り 

●課題の配布・提出 
●ドリル型学習コンテンツの活用 

●自主学習の推進 

●オンライン学校公開 

●家庭連絡のオンライン化検討 

●オンライン授業体制の構築 

●定期的な動画配信 
●Web会議ツール活用研修 
●非常時の活用体制の整備 

●授業支援ツールの活用充実 
●ドリル型学習コンテンツの活用 
●OSの学習支援機能の活用 
●各教科の活用場面共有 

●実践の充実・共有 

●授業支援ツールの活用充実 
●ドリル型学習コンテンツの活用 
●OSの学習支援機能の活用 
●各教科における活用の拡充 

●実践の充実・共有 

●オンライン授業体制の構築 

●定期的な動画配信 
●Web会議ツール活用研修 
●非常時の活用体制の整備 

●オンライン授業体制の構築 

●定期的な動画配信 
●Web会議ツール活用研修 
●非常時の活用体制の整備 

●双方向オンライン面談の実施 
●オンライン学習の状況把握 
●オンライン学習の登校支援活用 

●双方向オンライン面談の実施 
●オンライン学習の状況把握 
●オンライン学習の登校支援活用 

●オンライン学校公開 ●オンライン学校公開 

●家庭連絡におけるオンライン活用 ●家庭連絡におけるオンライン活用 

●端末を利用した課題の配布・提出 

●ドリル型学習コンテンツの活用 

●自主学習の推進 

●端末を利用した課題の配布・提出 

●ドリル型学習コンテンツの活用 

●自主学習の推進 

●１人１台端末の選定・段階的な配備 
●高速無線 LAN設備の整備 

●充電保管庫の整備 
●大型提示装置・書画カメラ更新 
●プログラミング教材の配備 
●運用ルールの検討 
●GIGA スクール導入支援 

●情報セキュリティ研修の実施 

●デジタル教科書の整備検討 
●授業支援ツールの導入 
●学習コンテンツの導入 
●支援員の活用 

●情報セキュリティ研修の実施 

●デジタル教科書の整備検討 
●支援員の活用 
●情報セキュリティ研修の実施 

 

 

●デジタル教科書の整備 
●支援員の活用 
●情報セキュリティ研修の実施 

●機器の入れ替えの検討 

環境整備 

●オンライン学校公開 

 

令和２年 10 月 14 日 

総合教育会議資料 

資料１-２ 



 

 
 
 
 
 
 
 

八王子市版 GIGA スクール構想における教員研修体系 「職層ごとの研修と教員の ICT 活用指導力に応じた研修による推進体制の構築」 

 

八王子市版 
GIGA スクール構想 

 
Global and Innovation Gateway for All 

年次研修 

【はちおうじっ子の学びを支える未来の教育】 

自分に合った学び、仲間とともに深める学び、創造性を発揮できる学びの実現 

～ 誰一人取り残さない、ICT を活用した教育の充実 ～ 

教 諭 

（１～４年目） 

教 諭 

（５～８年目） 

主任教諭 

（９年目～） 

主幹教諭 

指導教諭 

校 長 

副 校 長 

マネジメント力向上研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●先進・優良事例紹介 

●個人情報・情報セキュリティ 

●著作権 

ICT 活用指導力向上（集合研修・研修動画） 

ICT 活用指導力チェックシート 

（セルフチェックによる現状把握） 

基礎 

(指導力全般) 

応用 

(指導力全般) 

発展 

(リーダー養成) 

新転任管理職研修 

●八王子市 GIGA 環境概要 

●教育情報化概論 

●ICT 活用推進普及マネジメント 

新任主幹研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●校内研修計画策定/実施方法 

中堅教諭等資質向上研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●自校の実情に合わせた実践 

●個人情報・情報セキュリティ 

●著作権 

 

新転任教諭研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●八王子市 GIGA 環境概要 

●ICT 活用指導力の向上 

●情報活用能力の育成 

●個人情報・情報セキュリティ 

●ICT 活用の注意点 

●ICT 活用デモ 

３年次研修 

●ICT 活用指導力 ●情報活用能力の育成 ●ICT 活用演習③ 

２年次研修 

●ICT 活用事例紹介・共有 ●ICT 活用演習② ●個人情報 ●著作権 

初任者等研修 

●個人情報・情報セキュリティ ●ICT 活用事例紹介 ●ICT 活用演習① 

職層研修 教育課題研修 

ICT 活用指導力向上研修Ⅲ 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●教育情報化最新情報 

●校内研修の模擬研修（発展） 

●情報モラル教育の推進 

●授業設計ワークショップ③ 

研究主任研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●校内研究計画策定・実施方法 

●全体計画・年間計画 

ICT 活用指導力向上研修Ⅱ 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●模擬 OJT の実施（基礎） 

●スキルアップに向けた情報提供 

●実践事例の共有推進 

●授業設計ワークショップ② 

ICT 活用指導力向上研修Ⅰ 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●模擬 OJT の実施 

●実践事例の共有推進 

●スキルアップに向けた心構え 

●授業設計ワークショップ① 

各担当者研修 

ICT 活用指導力向上 校内研修リーダー養成 

情報教育主任研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●研修計画策定・実施方法 

●研究主任と連携した校内研究 

●市内の情報共有 

教育委員会による教員研修 

校内への還元 

●先進事例紹介 

●情報モラル 

●研修アイデア 

●OJT 事例紹介 

授業での活用 

●授業実践紹介 

●授業づくり 

●個人情報 

●情報セキュリティ 

●著作権 

ICT を取り入れた

授業づくり 

●授業実践 

●情報交換 

●情報共有 

校内研究 

ICT 活用研究 

市内での情報共有 

●実践事例紹介 

●情報交換 

学校の取組 

機器・ソフト操作 

●教員 PC 操作 

●GIGAPC 操作 

●G Suite 操作 

●各アプリ操作 

学校と家庭におけ

る ICT 活用 

●活用の研究 

●情報交換 

●情報共有 
教務主任研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●ICT 活用の教育課程等への位置

付け 

●市内の情報共有 

生活指導主任研修 

●八王子市版 GIGA スクール構想 

●ICT を活用した教育相談 

GIGA スクール構想に関連した教員研修の方向性 
○年次研修及び職層研修を通じて全ての教員に八王子市版 GIGA スクール構

想に関する内容の研修を行う。 

○年次研修において個人情報の取扱い、情報セキュリティ、著作権を扱う。 

○ICT 活用指導力チェックシートの結果を基に受講する研修を選択する。 
○ICT 活用指導力向上研修Ⅰは集合研修とし、対面による研修を行う。 

○ICT 活用指導力向上研修Ⅲは校内への還元を目標とした内容とする。 

○各学校に１名「情報教育主任」を置き、各担当者と協力して ICT 活用を推

進できるようにする。 

 

令和２年 10 月 14 日 

総合教育会議資料 

資料１-３ 



 

 

 

 

 

GIGA スクールにおける ICT を活用した授業の例 
小国語 

中国語 

小社会 

中社会 

小体育 

中保健体育 

中技術家庭 

小算数 

中数学 

小理科 

理科 

小外国語活動・外国語 

中外国語 

特別の教科 道徳 

小生活 小音楽 

中音楽 

小総合的な学習の時間 

総合的な学習の時間 

小特別活動 

中特別活動 

小家庭 

小図工 

中美術 

一斉 協働 個別 学びの変容 ステップ  

 

八王子市版 
GIGA スクール構想 

 
Global and Innovation Gateway for All 

【はちおうじっ子の学びを支える未来の教育】 

自分に合った学び、仲間とともに深める学び、創造性を発揮できる学びの実現 

～ 誰一人取り残さない、ICT を活用した教育の充実 ～ 

国語（小） 
○スピーチや話合いの様子をカメラ機能で録画・再生し、自分の話し方

を確認したりクラスメイトに助言し合ったりする。 
○文書作成ソフトやプレゼンテーションソフトを活用し、互いの作成状

況を画面上で表示して参考にしながら、意見文や発表資料を作成す

る。（第６学年） 
 

国語（中） 
○古文の教材となる動画を視聴し、言葉の響きやリズムを感じながら昔

話と古典に親しむ。 
○画面上の付箋を分類しながら話合いを進め、それを基にしてグループ
で説得力のある提案をする。 

社会（小） 
○カメラ機能を使って、地域の特色の情報を写真や動画で収集し、共有

して互いのデータを活用する。 
○世界の平和や環境を守る取組に、日本の人々がどのように関わってい

るかをプレゼンテーションにまとめ、発表する。 
 

社会（中） 
○首都圏の昼夜間の人口移動や、人口密度、交通網、地価などの複数の

主題図を重ね合わせ、首都圏の地域的な特色を総合的に考察する。 

○平安時代の貴族の生活の様子についてのイラストを見て気付いたこと
を直接画面に各自が書き込み、クラス全員分を集約した画面を共有す

る。 
○国会中継を視聴し、テーマについて、プレゼンテーションソフトを用

いて議論を進行し、文書作成ソフトで記録を行う。 

算数（小） 
〇画面上のアナログ時計の長いはりと短いはりを動かし、１時間が何分

なのか、１日が何時間なのかを捉える。 
○「面積」の授業で、図形を重ねたり、移動させたりして考えたことを

画面上で互いに確認して倍積変形や等積変形について捉える。 

○画面上で図形を動かし、対称の軸や対称の中心を確認したり、線対称
や点対称の図形を確認したりする。 

 

数学（中） 
○アンケートの調査結果を整理したヒストグラムを画面上で共有し、階
級の幅の変え方について意見を交流する。 

〇２乗に比例する関数の学習で、一次関数と二次関数のグラフを画面上

で動かしながら、バトンパスの際の時間と距離の関係について予測を
立てる。 

理科（小） 
○水が氷る様子を写真や動画で撮影し、他のグループの結果と比較しな

がら水を冷やしたときの変化について調べる。 
○昆虫の体のつくりについて、実物やインターネットの写真を挿入して

説明を書き込み、プレゼンテーションにまとめて発表する。 

○前学年までの学習でまとめた月の形や動きのレポートのデータを表示
して振り返り、月の形の見え方を学習する際に予想や仮説を立てる。 

 

理科（中） 
○力の大きさとばねののびの関係を表計算ソフト等でグラフ化する。 
○大気の動きによる天気の変化について、シミュレーション動画を視聴

して理解を深める。 
○音の伝わり方を、端末のマイクを用いて計測し、複数の結果を一覧表

示し精度を高めて数値化・視覚化して捉える。 
 

音楽（小） 
〇「くりかえしをつかって音楽をつくりましょう」では、画面上でリズ

ムカードを並べ替えて作曲し共有する。互いの作った音楽を聴きなが

ら、旋律のつなげ方の特徴や制作の面白さを考える。 
○「日本の音楽に親しもう」で、自分が気に入ったところを繰り返し聴

き、感じ取った音楽のよさを共有して考えを広げる。 
 

音楽（中） 
○「イメージをもとに、構成を工夫して音楽をつくろう」で、演奏をタ

ブレットで録画し、再生しながら自分たちの演奏を確認し、改善点を

共有して改善する。 
〇「音階を使って旋律をつくろう」で、作った旋律を画面に一覧表示し

て可視化し、学習の過程を互いに確認する。 

生活（小） 
○「〇〇をさがそう」の思いや願いをもつ場面で、教師が用意した写真

や動画を見て、活動したいことを話し合う。 

○「町探検」の表現する・行為する場面で、お世話なった方に、お礼の
気持ちをこめたビデオメッセージを撮影して送る。 

〇「おもちゃ作り」で、活動の様子を撮影し、単元の終わりに視聴して

学習を振り返る。 

家庭（小） 
○裁縫で小物制作を行う際に、波縫いや玉留めの方法を手本の動画で確

認しながら取り組む。 
○作業の様子を撮影し合い、学習後に自分の成長を確認する。 

○生活時間の有効な使い方を考える際に、表計算ソフトを活用して自分

の生活時間をグラフ化し、グラフを見せ合って改善案を考える。 

図画工作（小） 
○美術作品の立体映像を端末に表示し、様々な角度から鑑賞する。 

○同じテーマの作品やヒントとなる作品を見て、造形遊びのイメージを

膨らませる。 
○完成した作品を撮影し、説明の文を加えて学級や学年内でWeb発表

会を行い、鑑賞した感想を互いにWeb 上でコメントし合う。 
 

美術（中） 
○カメラ機能を使ってコマ撮りのアニメーションを制作し、完成した作

品を共有して互いに視聴する。 

○構図の効果を考えて写真を撮影し、互いに説明し合ったりコメント機
能で感想を伝え合ったりする。 

○鑑賞する作品や作者について、所蔵する美術館や博物館のホームペー
ジにアクセスして調べる。 

体育【運動領域（小）・体育分野（中）】 
○跳び箱の学習では、踏み切り、着手、空中姿勢、着地の一連の動きを

撮影し、手本の映像と並べて比べる。 
○鉄棒の学習では、技の出来栄えを撮影し、自己変容を確認する。 

○ゲーム領域等の学習では、撮影動画を見返し、作戦を考えたり、攻め

方を工夫したりする。 
○陸上運動の学習では、その場で、過去の自分の記録や全国の平均値等

と比較する。 
 

保健【保健領域（小）・保健分野（中）】 
○応急手当の学習では、自分の取組動画を確認する。 

○けがの防止の学習では、各自が自分の判断で危険個所を撮影し、比較

したり、それぞれの対策を考えたりする。 

技術・家庭【技術分野（中）】 
○野菜の育成において表計算ソフトを用いてデジタル栽培記録簿を作

り、作業時の気温や作業内容を記録し共有して改善する。 
○デジタルファブリケーションの学習で、オリジナル製品のアイデア

を、３Ｄ-ＣＡＤソフトで形にし、発表・プリントする。 

○ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツの学習で、学校内
のチャットシステムをプログラムして発表する。 

 

技術・家庭【家庭分野（中）】 
○金銭の管理について学ぶ際に、表計算ソフトで小遣い帳を作成し、デ
ータの蓄積や集計、グラフ化を行って他の生徒と見比べる。 

○バランスのよい献立作りにおいて、ソフトを活用して栄養のバランス

をシュミレーションしながら食品の組み合わせや量を考える。 

外国語活動・外国語（小） 
○新しい単語や会話の音声を聞きながら、個別学習で発音練習を繰り返

し行う。 
○英語の表現が使われる場面について、イラストや写真等を端末で確認

し、理解する。 
○日本の文化について、各自が紹介したい画像等を用意し、１対１で画

像を見せながら話す。 
 

外国語（中） 
○将来就きたい職業について、端末で録音しながらスピーチ原稿を読

み、再生して改善する。録音データを聞き合って助言し合う。 

〇アメリカの公民権運動について、留学生や他校の生徒等とWeb会議
を開き、ディスカッションやディベートを行う。会議の様子を録画

し、発表時に動画として活用する。 

特別の教科 道徳（小） 
○「規則の尊重」と「親切、思いやり」の内容項目のいずれの立場を重

視するか、各自が授業支援ツールに自分の考えを入力し、全員の考え
を画面に一覧表示して見ながら議論する。 

〇毎時間の授業記録を文書作成ソフトで記録して保存し、学期末に記録

を見て学びを振り返る。 
 

特別の教科 道徳（中） 
○「正直、誠実」について、自分自身が何を大切にするかを改めて整理

し授業支援ツールで入力する。全員の考えを一覧表示して整理し、全
体に紹介する。 

〇教師が毎時間の授業記録を端末に保存し、学期末に生徒の学びを見取

り、評価に生かす。 

総合的な学習の時間（小） 
○他国の文化を調べる学習で、インターネットで情報を検索したり、電

子メールで質問したりして情報を集める。 

○環境保全につながる取組について家庭でインターネットを使って調べ
る。情報をグラフ等にして分析し、考えをスライドにまとめる。 

○課題の解決に向けて、個々が収集したデータを、学級の共有フォルダ

に保存し、タグをつけて整理する。 
 

総合的な学習の時間（中） 
○職業の選択と社会への貢献について、Web 会議ツールを活用し、離れ

た場所に住む人とビデオ会議を開いてインタビューする。 
○環境問題について、インターネットで集めて共有したデータをグルー

プで確認し、必要な情報を取捨選択して、共同編集でプレゼンテーシ

ョンにまとめる。 

特別活動（小） 
○学級でお楽しみ会を実施する際、見通しを図ることや期待感を高める

ために、話合い→実践→振り返りまでの一連の活動についてプレゼン

テーションソフトで示す。 
○実践の様子を撮影し、振り返りの際に全員で見合い、活動後の成長を

実感する。次の課題を明確にし、活動の質を高める。 
 

特別活動（中） 
○話合いのときに、全体の現在の様子が分かるようにするために、個人

の意見を表明し合ったり、意見を比べたり、整理したりする。 

○生徒総会など全校での活動の際の意見表明を動画配信やWeb 会議ツ
ールを活用して行う。 

○生徒会活動や学校行事のアイデアを、Web アンケートを活用して募集
する。 

 

学びの変容イメージ 
これまでの教育実践の蓄積×ICT 

＝学習活動の一層の充実、主体的・対話的で深い学びの視点か

らの授業改善 
 

【一斉学習】 

子どもたち一人ひとりの反応を踏まえた、双方向型の一斉授
業が可能となる。 

【個別学習】 
一人ひとりの教育的ニーズや、学習状況に応じた個別学習が
可能となる。 

【協働学習】 
全ての子どもが情報の編集を経験しつつ、多様な意見にも即
時に触れられる。 

学びの変容 ステップ 
 

【ステップ１】 

“すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”生かせる 
１人１台端末 
（例 検索サイト、文書作成ソフト、プレゼンテーションソフトの活用） 
 

【ステップ２】 

教科の学びを深める。教科の学びの本質に迫る。 
（例 理科の実験を動画撮影し、より細かな分析を行う） 
 

【ステップ３】 

教科の学びをつなぐ。 
社会課題等の解決や一人一人の夢の実現に生かす。 

ICT 活用のポイント 
 

まずは… 
○使ってみる。 
○操作方法は、使いながら互いに教え合いながら学ぶ。 
○活用のみが目的化しないよう、教科の学びを深める視点を意
識する。 

○活用による効果や課題を共有し、改善を進める。 
○デジタル社会の権利や責任についても学べるようにする。 
○家庭の協力や理解を得ながら活用を進める。 
 

その先に… 
○活用を日常化する。 
○学び方や学びの過程の残し方（紙かデジタルか）は児童・生
徒が選べるようにする。 
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